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月例会r長期予報・大気大循環」の報告

　標記の月例会が2月24日（木）午前，気象庁予報部会

議室で行なわれましたが，その際の講演要旨は次のとお

りでした．

　月平均500mb偏差パターンの分類

　　　　　　　　　　　　　荒井康（気象庁長期）

　北半球の176地点の偏差パターンを，いわゆる相関法

で分類し，得られた型の特徴を調べた．’相関法にはいく

つかの問題があるが，少なくとも出現度数の多い基本的

な型について論ずることができる．用いた資料は1946～

1975年の月平均偏差で，季節毎に90枚のパターンを分類

した．相関係数がいくつ以上あれば類似している，とす

る類似限界は0．4で小さく，相関係数がO．7以上あるよう

な非常によく似たパターンは極めて少ない．主な結論は

次の通りである．

　（1）冬はよいが，夏は分類できないパターンが約40％

ある．

　（2）冬と春には40～60。Nの東西指数や60。Nの超

長波の振巾とかなりの対応がある．

　（3）経験的に知られているいくつかの型が相関法によ

って分類できる．

　冷夏年および暑夏年におけるチベット高気圧周辺の

　うず度分布について

　　　　　　　　　　　　　力武恒雄（名古屋地台）

　8月の月平均気温平年差の分布に，顕著な全国的冷

夏，暑夏あるいは北冷西暑，北暑西冷などの特性が現わ

れた数例を選んで，上層の循環の特徴と，それが中～下

層におよぽす影響を考察した．夏期の300mbや100mb

面ではチベット付近から高圧帯が東西にのび，主として
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イラン付近，チベット高原，中国東部および日本付近に

高気圧性うずセルが現われる．特に極東域のうずセルは

日本の夏の天候と関連が深いと見られ，たとえば冷夏型

の場合は140～150。Eの負うずセルの西側で，西寄りの

風に沿う正うず移流域が日本列島をおおっていた．うず

度方程式の発散項と移流項に着目すると，このような流

れは上層の水平発散域で起こりやすい．この性質は中～

下層の高気圧強化には寄与せず，前線活動の強化に寄与

し冷夏につながりやすい．他の天候型についても，うず

セルの消長と，うず度移流には，天候の特徴に対応する

性質が現われていた．

　上部対流圏年平均気温場の経年変化

　　　　　　　　　　　　　　森信成（気研予報）

　500～100mb・シックネス換算による上部対流圏の年

平均気温場の変化傾向を1，000～500mb下部対流圏の

ものと比較しながら考察した．変化傾向を求めるには，

チェビシェフの直交関数を指定変数とする多項式で，そ

の適合度が危険率5％以下になるよう項数を定め，しか

る後に経過年を指定変数とする一般多項式に変換した．

帯状平均温度の変化傾向は80。Nの上部対流圏では下

降，下部では上昇の反対の傾向を示し，極付近の大気は

不安定増大の方向に変化してきた．70。N，60。Nの緯度

帯では上部下部とも有意な変化傾向がみられない穏かな

領域で，これの南と北の顕著な変化を示す領域と対照的

である．50。Nより30。Nまでの領域では上部下部の間

には他の領域のような簡明単調な対応はみられず，複雑

な相互関係を示していた．取扱った期間（上部1956～

1975年，下部1950～1974年）の平均では，極の寒気の中

心は下部では西半球側，上部では東半球側にあって，上

部対流圏温度場は西半球側の南北，東西の両温度傾度と

もほとんどなく，東半球側で等温線が密になっている

が，そこでの南北温度傾度は下部対流圏の1／4以下であ

った．

　極東域500mb高度場の3か月予報

　　　　　　　　　　　　　　広瀬元孝（気研予報）

　予報方式の概要はつぎのようになっている．北半球各

地の高度時系列を，1か月ずらして24か月の一定期間で

折りたたんだものをz（π，i，渉）とする（πは地点番号，

ずは折りたたみ期間の月順位，Zは平年偏差で正規化し

代表面積のウェイトをつけてある）．

　　ノ～（i，グ）ニΣZ（n，i，渉）・Z（π，ノ，！）

　　　　　　冗，ε

の固有関数を，周期法における正弦関数と同様に利用し

て，係数を外挿する．

　この方法の特徴は，折りたたみ期間と周期とが一致し

ない場合でも，固有関数が2つ以上になるだけで，実行

上不合理にならない点である．

　北半球的には一応有意な予報結果が得られているが，

極東域では固有関数によっては，係数分布が常に正・負

逆転するようなものがある．機械的な外挿法だけでは不

十分で，シノプティックに係数分布を解析する必要のあ

ることが半旺った．

　地磁気活動より予測される今後1，2年の日本の気候

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　須田滝雄

　いままでに，筆者は，黒点数（S，紫外線放射の指標

と考える）および地磁気活動度（Ci指数，微粒子放射

の指標と考える）を組合わせて，太陽活動と種々な気象

現象との関係を解析し，密接な関係があることを見出

し，それらの事実にもとづき，今後20～30年は北半球高

緯度の寒冷化およびそれに伴う日本の気候の大勢につい

て予測を行なった．この予測が適中するとしても大勢寒

冷化の時代にあっても例外となる年があるはずである．

それを決めるものは太陽活動を1次的とした場合に，2

次的原因が加わるためと考え，極移動がそれに当たると

推定して今回の解析を行ない好結果を得た．こうして得

た1次，2次の原因とも今明年（1977，78年）は寒冷化

条件となるので，日本の気候には寒冬，北日本の冷夏，

中部日本の豪雨，西日本の干ばつなどが現われる確率が

極めて高いものと思われる．
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